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された条件に従い､E環部 α-アルコキシニ トリルとLDAから調製 したアニオン種に対 しH環部 トリフ
ラー トを作用させたところ､アルキル化が進行 し､カップリング体であるα-シアノエーテルを得ること
ができた｡得られたa-シアノエーテルは報告されている方法に従って変換することでエーテル環骨格を
形成することが可能である｡本手法はカップリングの収率について改善の余地はあるが､ポリ環状エーテ
ル類の新たなセグメント連結法として大いに期待できるものである｡
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第四章 結論
1)分子内アリル化と閉環メタセシスを用いて､イェッソトキシンのFGHI環部の収束的合成を達成 した｡
2)sm12を用いた還元的環化と酸触媒を用いた閉環反応により､イェッソトキシンのIJK環部の立体選択
的合成を達成 した｡
3)シガトキシンCTX3CのE環部について､分子内アリル化を用いた合成経路を確立 した｡
4)分子内アリル化と閉環メタセシスを用いて､シガトキシンCTX3CのEFGH環部の収束的合成を達成
した｡
-258-
論文審査の結果の要旨
海洋産ポリ環状エーテルは､強い神経毒性を示すことからその活性発現機構について興味が持たれてい
る｡ しかし､これらの化合物は天然からごく微量にしか得らないため､その作用機構などに関する研究が
非常に遅れている｡この問題を解決するため､ポリ環状エーテル類の化学合成による試料供給が重要な課
題となっている｡本博士論文では巨大かつ複雑な分子骨格を構築するための基本戦略として､分子内アリ
ル化と閉環メタセシスを基盤とする収束的な合成法を用い､ イェッソトキシンおよびシガ トキシン
CTX3Cをターゲットして全合成研究を行っている｡
第二章では､α-アセトキシエーテルの分子内アリル化と続く閉環メタセシスによってイェッソトキシ
ンのFGHI環部の収束的合成に成功している｡この際､G環上のメチル基の導入について､環構築前のア
リルエーテルに対し､-イドロボレーションと続く水酸基の還元を行うことで立体選択的にメチル基が導
入できることを見出している｡また､IJK環部の合成ではSmI2を用いた還元的環化と酸触媒を用いた閉環
反応により､立体選択的な合成を達成している｡
第三章では､シガトキシンCTX3Cの合成研究を行っている｡まずE環部の合成では構築が困難である
8員環を､ジオールの酸化開裂と分子内アリル化によって立体選択的に構築 し､効率的な合成法を確立し
ている｡また､セグメント連結の予備実験としてEFGH環部の合成を行い､分子内アリル化と続く閉環
メタセシスによって､その収束的合成を達成 している｡これにより､cTX3Cの全合成においても､分子
内アリル化と閉環メタセシスを用いた収束的合成法が有用であることを明らかにしている｡
以上のように､本博士論文では分子内アリル化と閉環メタセシスを鍵反応として､イェッソトキシンの
FGHI環部とIJK環部､シガ トキシンCTX3CのE環部の改良合成とEFGH環部の合成に成功 しているこ
とから､博士論文として適当であると認められ､著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
と学識を有することを示している｡したがって､佐藤優樹提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文と
して合格と認める｡
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